
『犬用ワクチチェック』 の使用方法

①　使用前に 20 ～ 25℃に戻す

1. 検査準備

2. 検査手順

②　付属のピンセットで A 槽を押し破る

　　 １検体につき１か所開封する

　

余
分
な
穴
を
開
け
な
い
よ
う
に

　

薬
の
箱
な
ど
で
カ
バ
ー
を
し
て
く
だ
さ
い

③　検体を規定量入れ、

　　 数回ピペッティングして混和する

④　コームカードを検体の数だけ切り取る

　　（写真は２検体分）

⑤　タイマーをセット

A 槽 ： ５分、 B 槽 ： ２分、 C 槽 ： ５分、 D 槽 ： ２分

E 槽 ： ２分、 F 槽 ： ５分、 E 槽 ： ２分 （２回目）

⑥　A 槽にコームカードを浸漬させ、

     上下に数回小刻みに動かす

　

残
っ
た
コ
ー
ム
カ
ー
ド
は
ア
ル
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ニ
ウ
ム
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ウ
チ
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装
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戻
し
て
く
だ
さ
い

　
　

検
査
時
の
操
作
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ス
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め
に

    

ま
た
反
応
用
プ
レ
ー
ト
の
保
管
の
た
め
に

　
　

薬
の
箱
な
ど
で
カ
バ
ー
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

②　反応用プレートを静かにゆすり

    　中の溶液を混和する

カバー

①　コームカードを取り出す

続く



『犬用ワクチチェック』

⑧　次の槽に移す際は余分な液を

　    ティッシュペーパーなどの上に静かに振り落とす

コ
ン
タ
ミ
を
防
ぐ
た
め
に
吸
い
取
る
位
置
は

　
　

槽
ご
と
に
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
く
だ
さ
い

⑨　B,C,D,E,F 槽へと同様の手順で

　 　コームカードを移動させる

⑩　F 槽終了後コームカードを反応停止のため

　   E 槽にて２分間浸漬した後風乾する

3. 判定の手順

①　判定のためコームスケールを用意

←スケール

②　丸窓の裏側からコームカードの

　　 一番手元の陽性コントロールスポットを

　　 覗かせながら最も近い濃淡の紫灰色を探す

　　 スケールをスライドさせ、 その丸窓の

　　 上にある四角窓に C+3 を合わせ固定する

陽性コントロールスポット→

　

ス
ケ
ー
ル
は
す
べ
て
の
結
果
を

判
定
す
る
ま
で
動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

③　各スポットの色を四角窓に見える

　　　１～６のスコアで読み取る

詳細はキットに同封されている使用説明書をよく読んでご使用ください

④　カルテ用シール、 抗体検査結果に

　　必要事項を記入する

⑦　A 槽の浸漬が終わる前に B 槽を

　　 開封して準備する

続き
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